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＜連絡事項＞

・特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞

・下村　慶子様～昨日処方の臨時薬からレバミピド除剤の指示となっている。

・佐々木　理佳様～本人より外泊希望あり。馬渡Dr確認し、家族が見守りでき、どうしても外泊が良いというのならば、外泊許可するとのこと。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・畑中　成夫様～終日隔離中。10：00～16：00の開放観察実施。開放中喫煙室越しにＢユニットを見つめている。また、入浴時にＢユニットの女性患者様へ近付いていくことあり介入要している。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつの開放観察実施。開放中唾液で窓ガラスに文字を書くことあり介入要している。他者とのトラブルはない。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・猪石　和宏様～終日隔離継続中。10：00～16：00の開放観察実施。多弁さあり、自ら切り上げることできずにいる。また、他者干渉あり介入要している。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
＜要注目患者様＞
・石井　すみ様～本日朝より、ハーフ食となる。話しかけが多く摂取に時間要するが、各食ほぼ全量摂取される。14時体温37.2℃活気あり、他バイタルサイン異常なし。

・小笠原　ツヤ様～点滴継続中。血圧90/60台と低めで経過だが、ケア時に抵抗見られ、閉眼時もリネン弄りがみられる。引き続き、一般状態観察していく。

・北山　ミワ様～朝食1/3、昼食2/3摂取。食事は口腔内に溜め込むことあり、介入要している。点滴継続中。食事摂取量のチェックを行い、一般状態観察していく。

・小出　秀男様～食事は全量摂取されている。車椅子でホール内徘徊したり、テーブルをひっくり返そうとしたりすることあり介入要している。引き続き精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
　

・大西　春幸様～バイタルサイン異常無し。依存的で、常にスタッフコールされる。食事は摂れている。脱水症状や精神状態の観察をしていく。

・大久保　すい様～内服拒否的となることあるが、説明にて服用されている。妄想様の発言は無い。引き続き、精神状態の観察を行い、内服出来るよう看護介入していく。
＜伊藤Dｒ診察情報＞

・山本　久美子様～夜間不眠、嘔気訴えあり、臨時薬にブロチゾラム、レバミピド追加、他同内容にて7日分処方となる。今後ジプラシドンの治験導入予定で伊藤Ｄｒより本人に説明し了承得られている。

・丹波　清様～以前延期となっていた市民病院の検査は、娘様と調整し予約するよう指示あり。

・澤口　利香様～日曜日面会許可となる。また、本人より面会時に母様のスマホでネット検索したいと訴えあり。伊藤Drより母様がスマホ利用許可するのなら面会時のみ母様のスマホ利用許可となる。母様がスマホ利用拒否した場合は、使用できない理由が母様であることを本人へ伝えないようにとのこと。

・掛端　キミ様～長生園の外出訓練調整していく。外出時は出棟の1時間前に継続指示のリスペリドン内用液2P＋ロラゼパム2T服用させるよう指示あり。

　　　　　　　　臨時薬抑肝散中止、他同内容で7日分処方となる。

・藤井　孝蔵様～臨時薬同内容で7日分処方となる。

＜皮膚科診察情報＞

・本澤　光雄様～右前腕、表皮剥離のためゲンタマイシン軟膏塗布の指示。

・北山　ミワ様～左大転子部、褥瘡のためアズノール軟膏塗布の指示。

・水梨　孝純様～顔面、毛包炎のためゲンタマイシン軟膏塗布の指示。

